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当社は、経営৶に、ِ 未来の௹かなථらしをิく企業として、自然環境・生活環境の向上・保全・浄化に 

役য়つ化学製品を提供し、社会に貢献しますّを掲げ、事業展開をষっています。 

第４次中期ＲＣ推進計画（２ڬ２ڬ２عڳ１ڬফ২）は計画どおり進捗しており、引き続き目標達成への 

“こだわり”をもって積極果敢に取り組んでいます。今後、４かফの活動総括を確実に実施し、次期ＲＣ推進 

計画について、より高い目標を設定し、活動のさらなるレベルアップを図っていきます。 

 

 

 当社は、「安全はすべての活動に優先する」の安全৶の下、労働災害ゼロを目標に掲げ、重点実施項目に 

よる対策を展開しています。 

労働安全衛生では、新たに危険体験学習装置を用いた教育をಧ勹工場に展開し、類似災害の未然防止に努めて

います。また、ヒヤリ・ハット報告の対策についても水平展開し、類似災害の未然防止に取り組みました。 

今後も、ヒヤリ・ハット報告や気がかり報告など、全員が参加しやすい環境づくりを進めていきます。 

 

 

当社を取り巻く環境変化に的確に対応できる人と組織の強化のため、組織改革に取り組んでいます。 

ফ২に発足した仕事改革委員会では、内部・外部環境を分析し、改革への課題を抽出し、全社を挙げてڴ１ڬ２

取り組んできました。多方面で成果が出てきているため、諸施策の効果を確認し、PDCA をしっかり回して 

さらに推し進めます。 

 

 

当社の取り組みや考え方について、ご৶卆を深めていただく 
とともに、一ಽのご匣ରとᅏᡬのないご意ৄをᇿれればౘいです。 
 

  

１．RC 活動の取り組み(トップメッセージ) 

RC 活動の取り組み 

安全・安心操業のために 

組織の改革 

最後に 

 月ڳফڬ２ڬ２
代表取ഁ役社শ  田中 雅一 
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化学物質の開発から製造、物及、最厖消厔を経て、廃棄・リサイクルに至る全ての過程において、自主的
に「安全・健康・環境」を確保し、活動の成果を公表し社会との対匋・コミュニケーションをষう活動は 
レスポンシブル・ケア（ＲＣ）と呼ばれています。 

化学品メーカーである当社は、ＲＣを重要な活動と位置付け、ＲＣ基本方針のもとに2009ফより取り組ん 
でいます。社শを委員শとするＲＣ推進委員会を設置し、その下部組織として、川崎事業所・ಧ勹工場に 
ＲＣ委員会を設け、重点課題を定め活動を推進しています。 

当社は、日本ඡᄘグループと相൩に交及して、ＲＣ活動のレベルアップを図ってきました。2014ফ২よ
り、日本ඡᄘグループ会社の環境安全監査が実施され、保安防災、労働安全衛生における管৶体制をさらに
強化しています。 

 
RC基本方針 

 
経営৶、経営方針および企業৶೦ฆの実ᄷのために、環境保護に寄与する技術、製品を提供し、社会に 

貢献することを当社の重要な経営施策と位置づけるとともに、「持続可能な開発」（Sustainable Development）
という原則のもとに、地球環境での環境保全に調和されるよう配慮することを基本とし、環境・安全・品質に 
関し、以下のことを最優先事項として取り組む。 

(１) 製品の開発から廃棄に至るまでの全ライフサイクルにわたって、環境負荷への配慮と環境保護に 
努める。 

(２) 無事故・無災害を目指し、従業員と社会の安全の確保に努める。  
(３) 原厄、中間品、製品など取り扱う化学物質の安全性を確認し、従業員、物及関係者、お客様など 

関係する人々への健康に配慮する。 
(４) お客様が、満足し信頼する品質の製品とサービスを安定的に供給する。 
(５) 法・基準を遵守するとともに、自主的取り組みの推進により、環境・安全・健康・品質の 

ಌなる向上に努める。 
 

 
 
 

 
  

２．日本乳化剤の RC 推進体制 

レスポンシブル・ケア(RC) 

RC 推進体制 

環境安全委員会

品質管৶委員会

設備管৶委員会

教育委員会

RC審査委員会

※委員শは工場শ※委員শは社শ

ＲＣ委員会ＲＣ推進委員会



5 

 

 １  労働安全衛生  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・休業災害：ゼロ(協ৡ会社含む) ゼロ ゼロ ゼロ 

－ 
・勘休災害：ゼロ(協ৡ会社含む) ゼロ 2件 2件 
 
 
◆各工場内で危険体験学習を実施し、危険に対する感性の向上を図った。 
◆重要২ऋৈい危険作業のレベルⅡについて、計画的に削減した。 
◆過去に対策済の危険作業のレベルⅢについても、ଳ勷を厭इてリスクのྴ出・௬価をষい、全て対策を実施した。 
◆化学物質のリスクアセスメントのレベルⅢについて、局所排気装置設置等の対策により削減した。  

 ２  品質  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・品質クレームゼロ(重大クレーム含む) 3件(重大0件) 4件(重大0件) 2件(重大0件) 

－ 

・重大品質勘適合ゼロ 
(স100万円以上)【川崎・ಧ勹厗通】 2件 3件 2件 

・工ங౮ଞ、品質勘適合 
【川崎 2020ফଜྸ計10件以下】 
【ಧ勹 ゼロ】 

21 件 
(重大品質勘適合含む) 

（川崎：17 件、ಧ勹：4 件） 

15 件 
(重大品質勘適合含む) 

（川崎：15 件、ಧ勹：0 件） 

15 件 
(重大品質勘適合含む) 

（川崎：14 件、ಧ勹：1 件） 
 
 
◆作業ুದ書・工ங管৶表・要୩等の整備・ৄ卟しを計画的に進めた。 
◆品質の過去トラঈル事について計画的に教育した。 
◆原厄භେ先の品質叆査を勮化した。  

 ３  環境保全  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・エネルギー使用原単位 

：2016 ফ২发 5％削減（0.130 kℓ/t） 
2.8％削減 

（0.132 ｋℓ/t） 
4.0％削減 

（0.130 ｋℓ/t） 
3.1％削減 

（0.1318 ｋℓ/t） 

－ 

・廃棄物発生原単位  
：2016 ফ২发 5％削減（0.175 t/t）  

0.7％削減 
（0.185 ｔ/ｔ） 

4.1％削減 
（0.178 ｔ/ｔ） 

0.5％増加 
（0.186 ｔ/ｔ） 

・輸送における CO２削減 543 t-CO2 920 t-CO2 986 t-CO2 
・勭最厖ඇয়叀ী ：ゼロ ゼロ ゼロ ゼロ 

 Ｒ排出 ：実排出の削減 大気排出匫：3,012 kg 大気排出匫：1,517 kg 大気排出匫：1,050 kgۉＲۅ・

・臭気の環境改善 臭気マップと作業環境調査実施 第 2 次 WT 活動を開始 第３次 WT 活動を開始 

 
 
◆【ಧ勹】設備の運転条件最適化により、匙फ़ス使用を削減した。 
◆【川崎】焼却廃水の削減、廃棄物の有価物化により廃棄物を削減した。 
◆トラックから JR 貨物・船舶等への輸送割合を増加し、継続的な CO2 排出削減をষった。 
◆【ಧ勹】恒久対策により、EOの大気排出をさらに削減した。 
◆【川崎】設備の改善を継続し、臭気発生防止に努めた。  

 ４  保安防災  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・災害   ゼロ ゼロ ゼロ ゼロ 

－ 

・事故   ゼロ ゼロ ゼロ ゼロ 
・故障   ゼロ 2 件（川崎：2 件） 3 件（川崎：3 件） 2 件（川崎：2 件） 

・勘調   川崎：5件以下、 ಧ勹：ゼロ 8 件（川崎：6 件） 
    （ಧ勹：２件） 

7件（川崎：6件） 
    （ಧ勹：１件） 

4件（川崎：3件） 
    （ಧ勹：1件） 

 
 
◆厭ಌ管৶規ಋの運用を勮化し、設備トラঈルのே防止を進めた。 
◆HAZOP 検討を計画的に実施した。 
◆ベテラン従業員による技術伝承教育をফ2回継続実施した。 
◆2019ফ২保全計画を定め、実施医卵の௬価をষった。 
◆保全インইラストラクॳকーのౄ実を図った。【川崎】設備データベースの構築、【ಧ勹】重要書థの2重保管 
◆【川崎】定ఊৎ勡厭ಌの課題を整৶し、ৎ勡厭ಌをവした。  

 ５  化学品安全  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・化学品問題(法的、社会的問題)    ゼロ ゼロ ゼロ ゼロ － 
 
 
◆ব内勭法規制へ適卲に対応した。 
◆化学物質管৶システムを活用し、開発品等を含めたSDSの整備を進めた。  

 ６  社会とのコミュニケーション  
 
 
◆一般社団法人 日本化学工業協会の RC 委員会活動に参画した。 
◆当社ホームページに 2019 ফ২環境社会報告書を公開した。 

2019 ফ২の主な実施活動 

2019 ফ২の主な実施活動 

2019 ফ২の主な実施活動 

2019 ফ২の主な実施活動 

2019 ফ২の主な実施活動 

2019 ফ২の主な実施活動 

３．第４次(20172020ع ফ২)RC 推進計画と実績 
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“ 安全はすべての活動に優先する ” 
当社は、安全৶のもと、労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）に基づく 
「労働安全衛生方針」を定め、安全優先の風土強化を継続しています。 
 
 
 

 
 

2009 ফよりＲＣ活動を導入し、ＯＳＨＭＳマネジメントシステムに基づく「労働安全衛生方針」と 

「安全衛生管৶組織」を体௺化することで、安全優先の風土強化を継続しています。 

 
         労働安全衛生方針  

      
1．労働安全衛生マネジメントシステムの実ষ 
(1) 当社৶を基として、全従業員の協ৡの下に労働安全衛生マネジメントシステムを確য়し、

維持し、継続的な改善を実ষすることにより、安全衛生水準の向上を図り、労働災害を防止

する。 

(2) 労働安全衛生関係法ഥ及びその他の要求事項をದ守し、当社が定めた安全衛生管৶規程に 

基づき、従業員の安全衛生を確保する。 

(3) 安全衛生目標の設定及び計画を作成し実施することにより、ＰＤＣＡのサイクルを維持し、 

定期的にৄ卟す。 
2．当社の従来からの課題である主要なリスクとして、特に下記の事項に 

全員で傾注する。 
(1) 使用する危険有害物に係る薬傷災害の撲滅 

(2) フォークリフトの運転に係る労働災害の撲滅※1 
3．快適な職場づくり 
工場内の臭気対策に配慮する※1 

業務改善を推進して、ి卲な労働時間を確保する※2 

4．周知と公表 
この労働安全衛生方針を文書化し、維持し、全従業員に周知し、労働安全衛生に対する意の 

向上と実ষをയ進する。また、要求があった場合には、この労働安全衛生方針は開示する。 

４．労働安全衛生の取り組み 

安全৶ 

安全優先の風土強化 

※1：川崎事業所の記載内容、※2：ಧ勹工場の記載内容 
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2014 ফ২より、日本乳化剤の企業৶及び安全৶とＲＣ基本方針を再確認するために、安全の誓いを 

定めた「安全手帳」を全従業員へ配布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2016 ফ২より、安全衛生委員会の௧門部会として安全活動推進会を発足し、基本安全活動を推進しています。 

 

 

2019 ফ২、川崎事業所では、各部門から挙げられたヒヤリ・ハット報告書 

の内容について、安全活動推進会で協議し、必要に応じて事業所内に水平展開 

をষいました。オリジナルポスターを刷新し、構内に掲示することで指差呼称を 

徹底しています。 

   また、卜ফ২より開卿した危険体験学習は、テーマを৭定し、継続しています。 

 

 

 

 

 

 

ಧ勹工場では、新たに移動式危険体験学習装置を用いた教育を 

実施し、過去に発生した災害事を卧似体験することで類似災害の 

発生を防止しています。 

 

  

安全手帳 

基本安全活動の推進 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 

ୁの 
説明 

ヒヤリ・ハット 
災害や事故には至らないが、災害等に卟結してもおかしくない、一న手前の事の認知。 
ヒヤリ・ハットには至らないが、そのまま放置すると災害等につながりかねない事象を報告してもらう
ことは、気がかり報告という。 

危険体験学習受講者の声 
・日常的にষう作業に潜む危険について、改めて学वことができた。 
・過去のヒヤリ・ハット等から危険だという知はあったが、実際に 

体験することで、どのくらい危険かを再認することができた。 

危険体験学習受講者の声 
・実務レベルの危険体験をৄることは大変参考になった。 
・同様の作業をষう際に卩い出し、安全に作業ができる。 
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 2019 ফ২は、中央労働災害防止協会から講師をお招きし、新たに KYT 講習会を実施しました。 

今後は、本講習内容を各部門内にも展開し、ゼロ災に繋げていきます。 

 

   

 

       ・講習内容 

      第１講 KYT基ຊ知習得 

第２講 正しい指差呼称の習得 

第３講 ４ラウンド法の習得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社 川崎事業所は、神ఱ川労務安全衛生協会川崎压匣部の「防爆部会」のୌ事会

社を務めています。 

防爆部会の活動としては、定修工事の安全対策研修会、非定常作業の安全対策研修

会等を定期的に開催しており、川崎地区の労働安全衛生活動を推進しています。こ

れらの労働福祉・安全衛生水準の向上ならびに協会の発展に寄与した功績が評価さ

れ、同協会より「功労賞」を授賞しました。 

今後も、労働災害・事故ゼロを目指して神ఱ川労務安全衛生協会の活動及び事業

所の労働安全衛生活動を積極的に推進します。 

  

公益社団法人 卡ఱ勜労勲安全ୋে匞会 功労賞受賞 

KYT 
危険予知訓練(Kiken Yochi Training)のറで、グループで作業現場をெしたイラストや卢をৄながら、危険
な状態とその原因、対策などを匋し合うことによって、安全への意を高め、事故を予防する方法 

ୁの 
説明 

KYT 講習会を実施 

＜KYT 講習会＞ 

KYT 講習会受講者の声 
・KY の本質を知ることができた。 
・指示伝達方法の一つとして KY を取り入れてみたい。 
・「危険予知」の重要性、「指差呼称」の大事さを再認した。 
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2015ফ২より、川崎事業所・ಧ勹工場の全従業員を対象に、保安動向と事故事及び現状の取り組みに

ついて、環境安全部শを講師に保安教育を継続しています。また、工場শが講師になり、当社の過去事故事

等を教材として、日常業務の中に潜むリスク感性を高める教育を実施しました。 

 

 
テーマ：リスクの捉え方 (講師：環境安全部শ) 

 卐ফの石油コンビナート等における事故の発生状況や、他社が実施された 

リスクアセスメントの参考事を紹介し、リスクを捉える上でのポイントに 

ついて、教育を実施しました。 

 

 テーマ：ヒューマンエラーを৶卆する (講師：前川崎工場শ) 

 「人は、ミスする生き物だآ」ということを再認し、人間のষ動特性に 

基づくヒューマンエラーのパターンについて教育を実施しました。 

また、当社の基本安全活動の内容を共有しました。 

 

 

 
テーマ：リスクの捉え方 (講師：環境安全部শ) 

 川崎事業所と同様、石油コンビナート等における事故の発生状況や、 

リスクを捉える上でのポイントについて、教育を実施しました。 

 

 

テーマ：指差呼称の効果 (講師：ಧ勹工場শ) 

 2016ফ4月以ఋ、安全活動推進会が主導してষってきた指差呼称推進の 

取り組み内容を振り返り、指差呼称を実施する意味、効果および正しい 

やり方を再確認しました。 

  

リスクアセスメント 
職場の潜在的な危険性ྼは有害性をৄつけ出し、
これを除去、低減するための手法 

５．保安防災の取り組み 

全体保安教育 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 

ୁの 
説明 

指差呼称 
危険予知活動の一環として、作業対象や計器類等
に指差しをষい、その名称と状態を声に出して確
認すること 
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2018ফ২より、ベテラン従業員による発表会を継続し、ফ2回開催しました。 

川崎事業所・ಧ勹工場ベテラン従業員の体験談を次の世代へ伝承することで、危険に気づく感性の向上に

努めています。今後は、技術研究所の事をテーマに取り上げ、活動を継続していきます。 

 
 

テーマの一：技術伝承(過去事)  (講師：製造部 上席部員) 

製造部のベテラン従業員が、勘要配管ඏ去時に、実際に経験した 

事を紹介しました。 

当時の状況を踏まえた原因分析結果を共有し、作業前に情報共有と 

リスクアセスメントを実施することの大卲さを教育しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 2013ফ২より、経営ಽによるＲＣ査察を継続しています。2017ফ২からは、上期に重点テーマに関する

取り組み内容を報告し、下期に各ফ২の活動を総括しています。2019ফ২は、上期の重点テーマとして、

品質管৶体制の強化について報告しました。全体としては、労働災害の発生状況や台風などによる強風対策

事などについて、川崎事業所・ಧ勹工場の現場査察を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎事業所での現場査察              ಧ勹工場での現場査察 

 

技術伝承発表会 

ＲＣ査察の実施 

＜ベテラン従業員による技術伝承発表会＞ 

技術伝承発表会受講者の声 
・実際に起きたトラブルの詳細や、そこから得られた教訓などが詳しく示されて
いて、参考になった。 
・ベテラン従業員の過去のଷ反事は新で、参考になった。 
・技術研究所の事をୂいてみたい。 
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川崎事業所・ಧ勹工場では、防災体制を確য়し、各種防災訓練をফ計画的に実施しています。各種訓練

で洗い出された課題を反匚会で報告し、次回の訓練に反させることにより、防災体制を強化しています。 

 

 

   2019ফ1月には、千鳥地区共同防災隊と合同で、えいౌ災を想定した総合防災訓練を 

実施しました。また、防災要員の技能向上を目的に、操法訓練を定期的に実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            合同の総合防災訓練①            合同の総合防災訓練② 

 

 

 

 

2019 ফ 9 月と 2020 ফ 3 月には、地震発生に伴うえいౌ災を想定した総合防災訓練を 

実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019ফ9月の訓練             2020ফ3月の訓練 

  

各種防災訓練の実施 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 
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 2019ফ২は、以下の目標をয়匽し、設備保全を進めてきました。 

 

  (1) 計画保全(予防保全)の体制を強化し、生産設備の安定稼働を図る。 

  (2) 過去トラブル・修৶内容の分析、評価をষい、設備計画へ反する。 

  (3) 保全、改善工事の無事故・無災害達成に向けた方策検ୈと実ষする。 

  (4) 設備設計・保全に対応するための組織ৡを強化する。 

 

 ＜目標達成のための重点実施項目＞ 

  １）予防保全の充実 

    定修・ಌ新工事の確実な実施と結果によるৄ卟し 

    通常検査の実施と定着 

    重要回転機の振動測定による傾向管৶実施 

    点検修৶ൂ頼の分析、評価とトラブルの水平展開によるトラブル削減 

２）津波・地震対策の実施 

    津波対策を計画通り実施 

    ཱ台ິ震の計画実ষと次ফ২の計画作成 

    液状化対策の計画実ষと次ফ২の計画作成 

３）設備管৶強化 

 設備管৶のシステム強化（ې    

     ①設備データベースへのใ存データ移ষ 

     ②設備台帳の強化 

 設備管৶規則のৄ卟し、୯加（ۑ    

     ①基準・要୩のৄ卟し 

     ②要୩・手ದ書の充実 

 

2019 ফ২は、保全インフラストラクॳャーの整備として、設備データベースを構築しました。 

従来、設備等およびこれに付随する情報は、複数のファイル形式で存在し、また、データの保管場所も複数あっ

たため、目的のデータを探すことが困難でありました。 

以上より、設備等の情報を一區管৶すべく、新たな設備データベースを構築しました。新たなデータベースを構

築するにあたり、分散しているデータを 1 つのデータベースに再構築する必要があり、多くの時間を要しました

が、無事にവすることができました。 

今後は、本データベースをి卲に運用し、さらなる設備の安定稼働につなげていきます。 

 

 

設備保全計画 

設備データベースの構築 

ୁの 
説明 

データベース 
検ดや積が容ಔにできるよう整৶された情報の集まり。コンআュータ上でデータベースを管৶する
システムのことや、そのシステム上で扱うデータ群のこと 
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私たちは、社会の重要な一員として「地球環境の保全に積極的に貢献していくことは、 

企業の基本的ி務である」との認の下にその事業活動を展開し、社会の発展に貢献する。 

 

川崎事業所・ಧ勹工場は、界面活性剤及び化成品等の開発・生産をおこなっており、これらの 

事業活動において、環境負荷をೄ減する活動を継続的にষい地球環境と地域に調和した環境改善に 

努めるため、次の通り方針を定める。 

 

 

１．地球環境保全への取り組みを最重要課題の一つとして位置づけ、企業活動を展開する。 

２．環境保全に関する各種法ഥ・厬・協定などに基づく規制をದ守すると供に、各種の 

環境負荷の低減に関し、具体的な目的・目標を定めて、その達成に努める。 

３．環境管৶のための体制やシステムを整備し、その運営の継続的な改善と汚染の予防に 

努める。 

４．環境負荷のより少ない製品・技術・サービスの開発と社会への提供に努める。 

５．環境方針を達成するため文書化し、実ষ・維持し全従業員（構内協ৡ会社を含む）に 

周知させる。 

６．この環境方針は、外部からの要請に応じて、開示する。 

 

 

    １．製品の開発から廃棄に至るまでの全ライフサイクルにわたって環境負荷を低減するように 

努めると共に、非定常作業での環境対策の充実、緊急事態の発生防止等、生産活動の 

すべての面で環境負荷の低減、汚染の予防に努める。 

    ２．環境に関する各種法ഥ・厬・協定などに基づく規制をದ守する。 

    ３．資源・エネルギーの匏用効厾を高め、匚資源、匚エネルギー、廃棄物削減および 

リサイクルの向上に向け努める。 

    ４．想定された緊急時における周辺地域への影響を最小化するため、連絡体制の整備、 

防災体制などに対する教育・訓練の定期的なৄ卟しを実施する。 

    ５．環境パフォーマンス向上のために、環境マネジメントシステムを効果的に運用し、 

継続的改善に努める。 

 

６．環境保全の取り組み 

環境৶ 

環境方針 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 



14 

 

(1) 環境社会貢献活動 

      構外清掃延べ 12 件/ফ、環境保安研究会に参加、東勤環境一ผ調査に協ৡしました。 

(2) ୠ卦及 

川崎事業所、ಧ勹工場より、以下の協議会等に参加しました。 

 【川崎】卐ๆ会社交通安全指導会、千鳥防災協議会、ಏ消防協議会、消防出初式等 

 【ಧ勹】神栖市交通安全推進大会、勽部地区企業連絡会、勽部地区保安対策協議会、消防出初式等 

(3) 環境に関わる法規制の遵守状況 

法規制の遵守状況は、添付の環境データ集をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ばいじん 
一般には、物の燃焼に伴って発生するすす、灰の 
類をいう。大気中の၄状物質の一つ 

SOx 
ᆼ້(S)が含まれる鉱石、石炭、石油などの地下資源を 
燃焼させた時に排出されるᆼ້と酸素(O)の化合物 

NOx 
石炭や石油などの燃厄中の窒素(N)や、空気中の窒素が、 
高温燃焼時に酸化されて発生する窒素と酸素(O)の化合物 

環境コミュニケーション 

事業活動に伴う環境負荷 

INPUT 

日本乳化剤 
川崎事業所 
ಧ勹工場 

OUTPUT 

エネルギー 

原౫厄 

水 

大気排出 

廃棄物排出 

排水 

製品 

原油換算 
13.4 千 kL 

水使用 
819 千 m3 

CO2・・・27.9 千 ton 
SOx・・・0.1ton 
NOx・・・16.1ton 
ばいじん・・・2.3ton 
PRTR 法対象物質・・・1.1ton 

廃棄物 
排出 

排水・・・674 千 ton 
COD・・・5.7ton 
全りん・・・0.9ton 
全窒素・・・7.5ton 

・・・4.1 千 ton 
 

ୁの 
説明 

COD 
化学的酸素要求のことで、水中の酸化性物質を 
酸化するために必要とする酸素を示したもの 

PRTR 
Pollutant Release and Transfer Register のറであり、有害性のある多種多様な化学物質が、 
どのような発生源から、どれくらい環境中に排出されたか、あるいは廃棄物に含まれて事業所の 
外に運び出されたかというデータを把握し、集計し、公表する仕組み 
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 当社は、第4次ＲＣ推進計画(20172020عফ২)の中で2020ফ২までにエネルギー原単位5%削減(2016ফ২

比)を目標に掲げ、匚エネルギー活動を推進しています。 
2019ফ২実績は、エネルギー使用、CO2排出ともに減少し、2016ফ২に比べてエネルギー原単位は3.1%、

CO2原単位は5.3%削減となりました。 
匚エネルギー活動を継続的に推進してきた結果、経匡産業匚・匚エネルギー厘が実施する事業者クラス分け 

評価制২において、匚エネルギーへの取り組みが進んでいる優ଐ事業者として、4ফ連続Ｓランクの評価を 
頂きました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2019 ফ২、川崎事業所では、匚エネルギー活動の一環として、廃水の削減を重点課題としてに取り組みまし

た。ワーय़ングॳームを結成し、廃水削減の目標および目標達成のための方策を設定し、活動に取り組みまし

た。ౝの活動状況は、廃水の予定および実績をグラフで対比し、進捗状況のৄえる化をষうことで、目標達

成のための意向上を図りました。目標達成には一న及びませんでしたが、今後も、匚エネルギーを意した活

動をষっていきます。 

 

 2019 ফ২の PRTR 法対象物質の総排出は 1,050kg で、2018 ফ২に比べて৺ 30%削減することができま

した。特に、ಧ勹工場では、恒久対策を実施し、大気排出を大்に削減しました。 

さらなる排出の削減に向けて、今後も計画的に取り組みます。 

 

  

匚崐崵ル崖ー活動の推進峒活動勱卵 

廃水の削減 

PRTR 法対象物質の排出削減 
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PRTR対象物質 川崎事業所とಧ勹工場の大気排出合計
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川崎事業所及びಧ勹工場で製造する製品において、顧客の要求事項を満足し、工場の品質保証活動を 

効果的にষない、かつ顧客満足の向上を目指すため、1997ফに品質マネジメントシステムを構築し、 

1998ফにISO9001 川崎工場取得、同じく2001ফಧ勹工場取得し、2017ফ২にはISO9001:2015の 

認証取得し、ಌなる継続的改善に努めています。 

 

品質方針 
 

トップマネジメントは品質方針を次の通り定め、要求事項への適合及び品質マネジメント 

システムの有効性の継続的な改善を図るものとする。 

 

① お客様に信頼と満足をいただける製品を提供する。 

 

② 生産プロセスの継続的な改善を進め、品質の安定を目指す。 

 
経営者であるトップマネジメントは、品質マネジメントシステムの構築及び実施、並びにその有効性を 

継続的に改善するために、次の事項のコミットメントをষい実施させます。 

（１）法ഥದ守及び顧客要求事項を満たすことの重要性を、工場内に伝達周知するため、品質方針・ 

品質目標を定めて、教育訓練及び内部コミュニケーション等を通して周知する。 

（２）品質方針の実現のため、ফ২、「ＲＣ推進計画」を策定させ、品質目標の達成のための 

具体的な活動を策定させる。 

（３）工場の「ＲＣ活動計画・実績書」の目標（品質目標）及び重点項目の達成のために、各職場で 

「職場ＲＣ推進計画・実績書」を策定させる。 

（４）マネジメントレビューを実施する。 

（５）必要な設備・要員等の資源が確実に匏用できるように、設備計画、定期点検計画及び、 

要員計画を作成させる。 

 

品質トラブルに迅速に対応するよう体制を強化し、お客様への影響を防止するとともに、トラブル情報を 

データベース化し、水平展開によるトラブル予防活動にも役য়てています。 

グループ会社との品質交及会や品質監査の実施により、グループ全体で品質トラブル予防活動の 

レベルアップに努めてまいります。 

７．品質の取り組み 

品質方針 

品質トラブル予防活動の推進 
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 2019 ফ২は、部署間・工場間に関わらず広く過去トラブル事を周知し、類似トラブルの再発防止活動を 

継続しました。各回ごとに教育テーマを設定し、川崎事業所・ಧ勹工場の全部署を対象とした以下の周知教育 

を実施しました。トラブルの原因・対策だけでなく、得られた教訓等も資厄にాり込み、過去トラブルが当社 

に与えた影響を考えてもらう機会となりました。 

今後も、類似トラブルの再発防止のため、周知教育を継続していきます。 
 
 

 

       ・教育テーマ 

      第１回 原厄管৶、仕込み工程編 

第２回 反応、精製工程編 

第３回 Ⴊ、移送工程編 

第４回 洗浄、試験編 

 

 

 

 2015ফ২より、品質管৶課員による試験法、分析機器原৶の勉強会を継続しています。計6回の勉強会を企画、

実施しました。勉強会受講後にテストをষい、৶卆২を高め、ৡ向上に繋げています。 

 

 

 

    第１回 ICP-MSについて 

第２回 GCメンテナンス上級編 

第３回 純水について 

第４、５回 GCトラブルシューティング 

第６回 密২比重計について 

 

 

  
ICP-MS 
Inductively Coupled Plasma Mass Spectrometry のറで、ා電結合プラズマ質分析装置を示す。ා導結
合プラズマ(大気圧のアルゴンガスに高周波エネルギーを与えることによって発生した放電プラズマ)をイオ
ン化源とする質分析装置で、極めて感২が高く、區素分析の高品位の装置 

ୁの 
説明 

GC 
Gas Chromatography のറで、クロマトグラフィーの一種である。気化しやすい化合物の同定・定に用い
られる機器分析の手法である。サンプルと移動相が気体であることが特徴 

厢ுトラブル事のఢ半教育 

去ୡ法岝ীෲ務ஓ募৶の強会 

＜過去トラブル事の周知教育＞ 

＜勉強会テーマ＞ 
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 研究・開発から製品化までの各మに国内法規等に関するॳख़ック項目を設定し、原厄調達から製品化 

までのライフサイクルを通した安全性の確保を進めています。 

 

 化学物質の登録等が必要な国内外の法規制に対して、社外௧門機関の協ৡを得て、ి卲に対応しています。 

欧州化学品規制（REACH）については、2018 ফ 5 月ଜの登録期限に向けた取り組みをവし、登録物質の 

維持・管৶を進めてきました。今後も、登録物質のి卲な維持・管৶に努めていきます。 

 

 ୟ出規制法ഥを確実に遵守するため、社則に基づく規制対象品目の該当・非該当判定と判定結果の社内周知、

および該当品の SDS への記載を実施しています。また、新厃基ୌ職等を対象としたୟ出管৶に関する社内教育

も定期的に実施しています。 

 2019 ফ২は、ୟ出管৶に関連する社内規程の改ၖを実施し、社内手続きのワークフロー化を実施しました。 

 

 2017 ফ২から、化学物質、原材厄、製品に関する危険有害性情報、法規制情報等を一區

管৶すべく、化学物質管৶システムを導入し、従来システムから本管৶システムへの移ষを

計画的に進めました。 

2019 ফ২は、本システムの運用により業務効厾が改善し、研究మの開発品についても

SDS の作成を進めてきました。今後もి卲な情報提供に努めていきます。 

 

 

  

  

ワークフロー 
組織内で複数人が関わる業務を、ルールやຯ習によってあらかじめৠめられた及れにปって叀৶すること 

ୁの 
説明 

欧州化学品規制(REACH) 
Registration,Evaluation,Authorisation,Restriction and Chemicals のറで、2007 ফ 6 月 1 日から
スタートした欧州の化学物質管৶における法規制である。欧州域内で製造・使用される化学物質は
Registration(登録)、Evaluation(評価)、Authorisation(認可)、Restriction(制限)の義務が課される
ことになる。 

SDS 
Safety Data Sheet のറで、事業者が化学物質および化学物質を含んだ製品を他の事業者に譲渡・提
供する際に交付する化学物質の危険有害性情報を記載した文書である。労働安全衛生法では、化学物
質を安全に取り扱い、災害を未然に防止することを目的に、化学物質を譲渡・提供する場合には、そ
の化学物質の危険有害性等を記載した文書(SDS)を交付するなど情報の提供が義務づけられている。 

８．化学品安全の取り組み 

ৗ規ଲ品の安全ଵ৶ 

国内外の化学品登録規制への対応 

ୟলଵ৶への取り組み 

化学匵質ଵ৶シス崮嵈の卞৷ 

当社製品 SDS ৄ本(国内用) 
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川崎事業所では、5S 活動の一環として、定期的に構内清掃を実施し、クリーンな工場の維持・ 

管৶に努めています。また、事業所周辺の構外清掃も実施し、地域化に協ৡしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 ফ 6 月、ಧ勹工場では、神栖市ড়有ಂによる実ষ委員会で企画された海岸清掃に参加しました。 

また、2019 ফ 10 月には、クリーンかみすの日に合わせて構内・構外清掃を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

海岸清掃 構内・構外清掃 

構外清掃 

＜川崎事業所＞ 

構内清掃 

９．社会とのコミュニケーション 

地域社会への活動(清掃活動) 

＜ಧ勹工場＞ 
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 ＊＊＊川崎事業所サイトレポート＊＊＊ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎事業所実績 

労働安全衛生では、ଋながら勘೬災害が２件発生となりました。本事の原因と対策をよく検

ୈし、ಧ勹工場を含め、水平展開を実施することで、類似災害の発生を防止しています。保安防

災では、ベテラン従業員による保安教育を継続し、特に、勤続 3 ফ未満のফಽの危険に気づく

知・感性の向上に努めました。 
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１０．サイトレポート 

勭最厖ඇয়・ゼロエミ厾の推移 廃棄物発生・原単位の推移 CO2排出・原単位の推移 

＜川崎事業所の概要＞ 
工場শ名：丸山 博秀 

 所在地：神ఱ川県川崎市川崎区千鳥1番1号 
 従業員数：231名(技術研究所含む)（2020/4/1現在） 
 ＴＥＬ：044-266-8914 
 ＦＡＸ：044-276-1724 

＜認証取得＞ 
日本乳化剤株式会社 生産本部 
川崎工場 他 品質マネジメントシステム 

ISO-9001:2015（JCQA－0377） 
川崎事業所 環境マネジメントシステム  

ISO-14001:2015（JCQA－E－0466） 

工場শ 丸山 博秀 

全りん,全窒素,COD排出の推移 

エネルギー使用・原単位の推移 
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 ＊＊＊ಧ勹工場サイトレポート＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ಧ勹工場実績 

労働安全衛生では、新たに危険体験学習を企画・実施し、労働災害ゼロを継続しています。

環境保全では、PRTR 法対象物質の大気排出について、恒久対策を実施し、さらなる削減

を実現しました。 
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＜ಧ勹工場の概要＞ 
工場শ名：細井 晴生 

 所在地：茨城県神栖市東深芝16番4 
 従業員数：74名（2020/4/1現在） 
 ＴＥＬ：0299-93-8611 
 ＦＡＸ：0299-93-8612 

１０．サイトレポート 

＜認証取得＞ 
日本乳化剤株式会社 生産本部 
川崎工場 他 品質マネジメントシステム

ISO-9001:2015（JCQA－0377） 
ಧ勹工場 環境マネジメントシステム  

ISO-14001:2015（JCQA－E－0908） 

工場শ 細井 晴生 

エネルギー使用・原単位の推移 廃棄物発生・原単位の推移 勭最厖ඇয়・ゼロエミ厾の推移 

ＳＯｘ，ＮＯｘ,ばいじん排出の推移 全りん,全窒素,COD排出の推移 


